
      

 

 

家庭学習習慣化のために 

補充学習の充実 

チャレンジタイムの取組 

集中して取り組む１５分 

・担任と少人数授業担当による個別指導 

       （休み時間・放課後） 

・級外による「補充学習タイム」 

     （週１回：火曜日放課後） 

計算スキルの積み上げを図るチャ

レンジプリント。今年度はさらに、

思考力を問う「活用問題」も追加。 

【児童の実態】～学力調査・アンケートより～ 

○基礎的・基本的知識の習得が十分ではない。 

○複合的な問題や情報を取捨選択する問題に弱い。 

○自分の考えを説明することが苦手である。 

○家庭学習の時間が短い。 

○読書量が少ない。 

○「算数が好き」という児童が昨年より増えた。 

○学び合うことの良さを感じている児童が増えた。 

「聞き上手・話し上手」を育てる取組 読書活動の推進 

「話し上手」から 
「説明上手」へ！ 

言語活動の充実のために 
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「家庭学習の手引き」を配付し自学を奨励 

「１０分×学年」の家庭学習の時間を確保 

自学帳が一冊終わるともらえる表彰状 

学習環境を整備して ノート展示 

視聴覚機器を利用して 

３年「重さを当てよう！」 

５年「ガウス先生の算数問題」 

スマートボードを使った授業 
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学習形態の工夫 

・ＴＴ・少人数指導による 

個に応じた指導の充実 

基礎・基本の定着をめざして 

Ａ―１研究の全体構想 

―研究主題― 

生き生きと豊かに学び合う子の育成 
～活用力を高める算数科の授業づくりをめざして～ 

― めざす錦城っ子 ― 

・基礎的・基本的な知識・技能をしっかり身に付けている子 

・習得した知識・技能を活用して，課題解決に取り組み，思考・判断・表現できる子 

・自分の考えをもち，一生懸命「学び合い」に参加しようとする子 

共に学び合い，認め合う，温かい学級づくり 

 

 

◇児童の実態把握（・学力調査・算数アンケートの分析） 

◆「考える場」：既習の知識・技能の活用  

・単元計画の工夫 ・既習事項の掲示  

◆「学び合う場」：友だちの考え・本時の学びの活用 

・「説明上手」を育てる取組 ・算数的活動の工夫 

◇指導形態の工夫（ＴＴ・少人数指導） 

活用力の育成 

～授業を支える日常の取組～ 

○言語活動の充実（「話し上手・聞き上手」スキルの徹底，朝読書の推進） 

○基礎・基本の定着（チャレンジタイム，補充学習） 

○家庭学習の充実（「家庭学習の手引き」，自学の奨励） 

○学習規律の確立（「学習のきまり」の徹底，生徒指導委員会との連携） 

 

学習環境の整備（各学年の算数コーナー，ノート展覧会） 
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～活用力を高める算数科の授業づくり～ 


